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配布資料 

①会議資料（本資料） 

②小規模多機能型居宅介護サービス提供状況報告書 

 

＜ご利用者の状況＞ 

１．登録状況 

5 月 28 日現在、15人の方に利用登録いただいています（登録定員：25 人） 

要介護度と男女別の人数は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢と男女別の人数は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均要介護度：1.75  

 平均年齢：85.88歳  

高齢者あんしん支援センター 1名 出雲市高齢者福祉課 1名 

民生委員・福祉委員 1名 地域代表 1名 

社会福祉法人星隆会理事長 1名 施設職員 1名 

 男性 女性 計 

要介護１ 5 5 10 

要介護２ 0 2 2 

要介護３ 0 1 1 

要介護４ 0 2 2 

要介護５ 0 0 0 

計 5 10 15 

年齢 男性 女性 計 

60 歳代 1 1 2 

70 歳代 0 1 1 

80 歳代 4 2 6 

90 歳代 0 6 6 

計 5 10 15 



２．サービス提供状況の推移（登録人数、通い、泊まり、訪問） 

  直近２カ月の実績数（延べ数） 

月 通い 訪問 泊り 

4 月 210 235 21 

5 月 219 231 38 

 

別紙「小規模多機能型居宅介護 サービス提供状況報告書」も参照してください 

  

 対前月比  

  4月より新規で利用開始された方が増えた事により全体的なサービス利用回数の増加に繋がった。 

  泊りに関しては自宅での点滴施行により 4月の回数は減少したが、5月より泊りサービスの利用が再開

となったため増加となった。 

 

  ３．4月～5月 行事・レクリエーション 

    4月 3日（木）～ 4日（金） お花見外出 

参加者：3日 4名／4日 5名 

     3日は花の郷、4日は真幸ヶ丘公園まで花見に出かけました。 

     3日は雨だったこともあり、屋内から桜の花を見ることができ皆さん喜ばれていました。 

4日はお弁当を持参し、ノンアルコールビールを提供すると「本当の花見のようだ」ととても

喜ばれていました。 

 

4月 10日（木） お好み焼きづくり 

参加者：6名 

昼食に提供するお好み焼きを利用者の方と一緒に作りました。 
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それぞれの方に役割を持ってもらい、協力して作る事が出来ました。 

できあがったら焼きたてを召し上がってもらい、皆さん美味しいと喜ばれていました。 

 

4月 11日（金） 三色団子づくり 

 参加者：8名 

 三色団子づくりを行いました。 

団子に豆腐を入れて作る事でとても柔らかくでき、皆さんにも食べやすく作る事ができました。 

三色にすることで見た目がよく色鮮やかで喜ばれていました。 

おかわりをされる方もおられとても喜んでいただけたと思います。 

 

4月 12日（土） 花見ドライブ 

 参加者：4名 

斐川まで菜の花とチューリップを見に出掛けました。 

車中からの見学でしたが満開の花を見て季節を感じていただけたことと思います。 

 

5月 8日（木）～ 9日（金）柏餅づくり 

参加者：8日 8名／9日 9名 

柏餅づくりを行いました。 

利用者の方から「しっかりこねるといいよ」とアドバイスをもらい、男性利用者を中心にしっか

りこねてもらうことで葉にくっつかず上手く作ることが出来ました。 

8日には保育園の園児と一緒に召し上がってもらい、交流を深めました。 

 

４．研修受講 

  内部研修 

   4月 22日実施 認知症及び認知症ケア 

   5月 27日実施 食中毒 

 

 外部研修 

  5月 16日 ポジショニング 

 

５．入退院 

  令和 7年 4月～5月は入退院なし 

 

６．事故報告 

対象者：93歳 女性 令和 7年 4月 14日 15時 00分に発生 

訪問サービス時にご自身で居室と縁側の片付けをされていた際に、台所へ向かう際に前方に転倒され

る。直ぐに立ち上がられ歩行される。職員が確認し、顎の内出血および右足脛に剥離出血が見られた。 

離れて暮らす娘にケアマネより連絡し、謝罪を行う。「起こり得ることだとおもっているので」と了承

される。 

 



 

対象者：94歳 女性 令和 7年 5月 20日 15時 00分に発生 

午後のお茶の前にトイレに行かれズボンを下げる際に、バランスを崩し前方へ転倒される。 

床で額左側を打たれ、看護師が確認し内出血が見られたが、バイタルは安定していた。 

お茶を飲まれてからクーリングし、ベッドにて安静にしてもらう。 

管理者よりご家族に連絡し、謝罪を行い自宅でも様子を見てもらうようお願いする。 

 

７．サービス評価 

   外部評価の実施 

 

８．質疑応答 

  ・事故報告の 2名の方の歩行状態はどうだったのか？(民生委員様) 

⇒一人目の方は自宅内では色々なものに掴まりながら歩行されており、自宅外では杖歩行されてい

る。二人目の方は自宅内・自宅外共に歩行器を使用されている。(管理者) 

 

・事故報告では改善点や対応策を書いて欲しい。(地域代表様) 

⇒次回より改善点や対応策を記入することとする。(管理者) 

 

・調理レクや外出をよくされており、イベントが多いと感じた。（高齢者あんしん支援センター様） 

⇒気候も良くなってきたので外出はよく出かけている。また、気温が高くなってくると出かけるこ

とが難しいので、出来るだけ出かけるようにしている。(管理者) 

 

 


